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総務企画委員会

常任委員会の審査から

防災環境産業委員会

保健福祉医療委員会

問　

い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
産
業
拠
点
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
促
進
区
域
は
ど
こ
か
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
設
置
さ

れ
る
官
民
協
議
会
に
は
、
ど
の
よ

う
な
事
業
者
が
参
加
予
定
な
の
か
。

答　

茨
城
港
と
鹿
島
港
の
周
辺
自

治
体
を
想
定
。
協
議
会
へ
の
参
加

は
促
進
区
域
の
立
地
企
業
を
想
定

し
て
い
る
が
、
新
た
に
水
素
な
ど

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
な
ど
に
関

わ
る
事
業
者
が
現
れ
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
参
加
の
形
を
考
え
て
い
く
。

問　

Ｄ
Ｘ
※2
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
と
何
が
異
な
る
の

か
。
Ｄ
Ｘ
を
課
題
解
決
へ
と
つ
な

げ
る
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
Ａ
Ⅰ
や

Ｉ
o
Ｔ
を
活
用
し
た
企
業
改
革
や

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
な
ど
、
新
た
な

価
値
創
造
と
捉
え
て
い
る
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
そ
の
成
果

な
ど
を
県
内
に
横
展
開
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

企
業
な
ど
が
課
題
解
決
を
図
る
際

の
着
想
の
視
点
を
提
供
し
て
い
く
。

問　

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
考
え
る
場
合
、
市
町
村
だ
け
の

取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
る
。
地

域
間
の
連
携
も
必
要
と
考
え
る
が
、

県
の
関
与
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

答　

県
北
や
県
南
な
ど
エ
リ
ア
ご

と
の
協
議
会
で
、
市
町
村
や
事
業

者
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
、
各
地

域
に
適
切
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
対
策
関
係
の
補
正
予

算
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
10

年
先
を
見
据
え
つ
つ
、
冷
え
切
っ

た
地
域
経
済
回
復
の
た
め
、
経
済

対
策
を
い
か
に
予
算
化
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
か
が
肝
要
。
所
見
は
。

答　

感
染
症
対
策
だ
け
で
な
く
、

今
後
、
ど
の
財
源
を
用
い
て
、
ど

の
よ
う
な
地
域
経
済
対
策
を
打
っ

て
い
く
べ
き
か
研
究
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ワ
ク
チ
ン
大
規
模
接

種
、
県
職
員
子
育
て
応
援
・
女
性

活
躍
推
進
プ
ラ
ン
な
ど
も
質
問
）

問　

地
方
衛
生
研
究
所
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う

な
ど
、
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

さ
ら
な
る
機
能
強
化
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
課
題
は
。

答　

地
方
衛
生
研
究
所
は
、
重
要

な
調
査
研
究
機
関
で
あ
り
、
施
設

や
機
器
の
整
備
の
充
実
、
専
門
職

の
確
保
な
ど
が
一
層
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
予
算
や
人
材
育
成
の
国

の
支
援
強
化
に
向
け
て
、
地
方
衛

生
研
究
所
が
法
律
上
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

問　

感
染
拡
大
市
町
村
の
指
定
、

特
に
再
指
定
の
場
合
は
、
指
標
に

基
づ
き
機
械
的
に
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
市
町
村
の
人
口
や
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
し
た
場
所
な
ど
、

地
域
の
実
情
や
そ
の
背
景
を
検
討

し
、
柔
軟
な
運
用
が
で
き
な
い
か
。

答　

感
染
拡
大
市
町
村
の
指
定
は
、

感
染
拡
大
の
予
兆
を
捉
え
、
早
期

に
先
手
を
打
っ
た
対
応
を
実
施
す

る
た
め
に
導
入
し
て
い
る
。
意
見

を
参
考
に
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

児
童
養
護
施
設
な
ど
の
出
身

者
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
の

退
所
後
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
の
実

態
調
査
を
国
が
行
っ
た
。
県
の
自

立
支
援
施
策
の
実
施
状
況
は
。

答　

相
談
対
応
の
ほ
か
、
５
つ
の

自
立
援
助
ホ
ー
ム
に
心
理
担
当
職

員
を
配
置
し
心
理
面
か
ら
の
社
会

復
帰
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

入
所
児
童
に
対
し
、
必
要
に
応
じ

18
歳
到
達
後
も
22
歳
の
年
度
末
ま

で
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生

活
費
や
就
職
に
必
要
な
資
格
取
得

費
用
の
貸
し
付
け
も
行
っ
て
い
る
。

問　

こ
ど
も
病
院
の
訪
問
看
護
※4

の
実
施
状
況
は
。

答　

２
０
１
９
年
４
月
に
設
置
し

た
訪
問
看
護
部
に
２
名
の
看
護
師

を
配
置
し
、
一
昨
年
度
は
１
１
７

件
、
昨
年
度
は
２
２
４
件
の
訪
問

看
護
を
実
施
し
た
。
地
域
の
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
レ
ベ

ル
の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
患
者

が
県
内
ど
こ
で
も
安
心
し
て
過
ご

せ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
五
輪
業
務
従
事
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
コ
ロ
ナ
禍
の

電
話
相
談
事
業
な
ど
も
質
問
）

ことば

問　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し

た
霞
ケ
浦
流
域
に
お
け
る
生
活
排

水
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

進
捗
状
況
は
。

答　

森
林
湖
沼
環
境
税
導
入
当
初

の
平
成
22
年
度
の
生
活
排
水
処
理

率
は
６
割
台
だ
っ
た
が
、
令
和
２

年
度
に
は
８
割
を
超
え
た
。「
泳

げ
る
霞
ケ
浦
」
を
目
指
す
に
あ

た
っ
て
は
、
１
０
０
％
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
生
活
排
水
対
策

に
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
る
。

問　

県
が
許
可
し
た
土
地
の
埋
立

て
に
つ
い
て
も
、
違
反
事
案
に
は
、

改
善
命
令
や
許
可
の
取
り
消
し
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
捨
て
ら
れ

た
ま
ま
未
解
決
の
事
案
が
多
く
、

や
り
得
を
許
さ
な
い
素
早
い
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
所
見
は
。

答　

違
反
を
発
見
し
た
ら
、
即
座

に
停
止
を
指
示
し
、
撤
去
さ
せ
る
。

違
反
が
続
く
場
合
は
、
許
可
の
取

り
消
し
を
念
頭
に
置
い
て
対
応
す

る
。
ま
た
、
未
解
決
の
事
案
に
対

し
、
や
り
得
は
許
さ
な
い
と
い
う

姿
勢
で
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
努
め
て
い
く
。

問　

県
土
木
部
で
は
、
河
川
情
報

の
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
た
が
、
県

と
市
町
村
で
は
ど
の
よ
う
に
情
報

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

答　

河
川
カ
メ
ラ
や
水
位
計
を
増

設
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
情

報
は
、
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
市
町
村
と
共

有
し
て
い
る
。
水
位
上
昇
時
に
は
、

県
と
市
町
村
で
構
築
し
た
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
よ
り
、
避
難
発
令
の
働

き
掛
け
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　

感
染
拡
大
市
町
村
の
再
指
定

に
は
、
柔
軟
な
判
断
が
必
要
と
考

え
る
。
飲
食
店
が
で
き
る
だ
け
営

業
で
き
る
よ
う
保
健
福
祉
部
と
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

答　

飲
食
店
を
支
え
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
い
る
が
、
急
速
な

感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
迅
速
に
手

を
打
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

明
確
な
基
準
を
示
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
技
術
実
証
推
進
事
業
、
台
湾

の
半
導
体
大
手
企
業
の
つ
く
ば
市

進
出
に
よ
る
期
待
な
ど
も
質
問
）

ことば
※2【ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）】…デジタル技術やデータの活用などが、さまざまな社会領域に浸透することで、社会生活をより良い方向に変化させること。自治体業務についても、ＤＸ

を推進することで、業務の効率化、新たな住民サービスの向上などにつなげていくことが求められている。

※3【生活排水処理率】…流域内の総人口に対する、下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽等により生活排水を処理している人口の割合。
※4【訪問看護】…退院後、医療的ケアを必要とする子どもなどの自宅を看護師が訪問し、安全に安心して地域で療養できるよう、支援する取り組み。

※1【いばらきカーボンニュートラル産業拠点創出プロジェクト】…大規模産業からの排出比率が高い本県産業において、カーボンニュートラル（炭素中立）への取り組みを成長の原動力とするためのプロジェ
クト。本県の臨海部をビジネス促進区域に設定し、官民連携により関連産業の集積や、将来を担う新産業の創出促進などに取り組む。

カーボンニュートラル推進により未来を担う産業創出を

スマホアプリ PIRIKAを使ってどんどん不法投棄通報を！
問合せ：県廃棄物規制課☎ 029-301-3033

(

茨城大 日立港区

常陸那珂
港区
大洗港区

鹿島港

イノベ拠点
大学・研究機関

通報者 不法投棄通報アプリ

世界最大規模のごみ拾い
アプリケーション

データを送信

機能強化を求める国への意見書が今定例会で可決
（県衛生研究所の様子）

国
の
支
援
強
化
に
向
け
、
法
的
位
置
付
け
の

明
確
化
が
重
要
と
考
え
る

地
方
衛
生
研
究
所
の
さ
ら
な
る

機
能
強
化
に
向
け
た
課
題
は

生
活
排
水
処
理
率
※3

が

令
和
２
年
度
に
は
８
割
を
超
え
た

い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
産
業

拠
点
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※1

の
促
進
区
域
は

日
立
港
区
と
常
陸
那
珂
港
区
、

鹿
島
港
の
周
辺
地
域
を
想
定
し
て
い
る

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た

生
活
排
水
対
策
の
進
捗
状
況
は


